
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
上
が

る
と
と
も
に
、
地
域
の
課
題
の
早
期
発

見
や
予
防
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

地
域
生
活
支
援
会
議
で
は
、
福
祉
に

関
す
る
課
題
に
限
ら
ず
、
環
境
や
交
通

安
全
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
地
域
の
課

題
解
決
に
向
け
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
内
15
地
区
の
う
ち
、
現
在
、
姫

城
、小
松
原
、五
十
市
、沖
水
、志
和
池
、

庄
内
、
西
岳
、
中
郷
、
山
之
口
、
高
城
、

山
田
、
高
崎
地
区
の
12
地
区
で
協
議
が

行
わ
れ
、
こ
れ
以
外
の
３
地
区
で
も
開

催
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。普

段
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や

悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
に
気
軽
に
地
域
生
活
支
援

会
議
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
窓
口

都
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
25-

2
1
2
3

本
市
の
高
齢
化
率
は
25
・
64
㌫（
８
月

１
日
現
在
）
と
、
市
民
の
お
よ
そ
４
人

に
１
人
が
65
歳
以
上
で
あ
り
、
本
格
的

な
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
す
事

が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
地
域
生

活
支
援
会
議
を
開
催
し
、
家
庭
問
題
な

ど
の
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
会
議
と
は
？

近
年
の
厳
し
い
社
会
状
況
を
背
景
と

し
て
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
の
介
護
や

金
銭
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
問

題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
の
に
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
は
対
応
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
地
域
生
活
支
援
会
議
」

を
設
置
し
て
、
地
域
住
民
と
関
係
機
関

な
ど
が
協
働
し
て
問
題
解
決
に
当
た
る

な
ど
、
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
会
議
の
構
成

地
域
生
活
支
援
会
議
は
、
各
地
区
の

社
会
福
祉
協
議
会
や
自
治
公
民
館
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
の
地
域
の
代
表
者
と
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
市
役
所
の
関
係
課
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
専
門
機

関
、
警
察
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機

関
の
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
に
も
貢
献

相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の

内
容
に
応
じ
て
関
係
者
が
集
ま
り
、
問

題
点
を
共
通
理
解
し
な
が
ら
解
決
策
を

協
議
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
問
題
を
抱
え
た
皆
さ
ん

の
課
題
の
解
決
に
結
び
つ
く
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
内
を
見
守
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
新
た
に
作
ら
れ
た
り
、

住
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
に
お
け
る

支
え
合
い
の
仕
組
み
が
確
立
さ
れ
た
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
誰
も
が
願
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
地
域
が
抱
え
る
問
題
や
家
庭
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
。
そ
ん
な
困
っ
た
時
に
相
談
に

応
じ
て
く
れ
る
の
が
地
域
生
活
支
援
会
議
。
福
祉
に
限
ら
ず
、
環
境
や
交
通
安
全

な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
問
題
解
決
へ
の
糸
口
を
見
つ
け
て
く
れ
ま
す
。
今
回
は
そ
の

活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課

　
☎
23-

2
9
8
0

■孤立している人への支援
• 一人暮らしの高齢者などへの声
掛けや見守り
■家庭問題への支援
• アルコール依存症
• 障がいのある人の就労支援
• 金銭に関する問題
• 子育てや介護などに対する支援
■環境問題ほか
• ごみなどの不法投棄
• 訪問販売による違法な契約

お住まいの地域

連携・協議

地区社協、自治公民館
民生委員・児童委員

ボランティア、行政・市社協
地域包括支援センター
警察、福祉関係機関など
課題に応じて参集

地区社協の相談窓口・地域包括支援センター・市社協、行政などへ

地域生活支援会議

環境問題、不法投棄
違法な契約など

子育て、介護、障がい
認知症、金銭問題など

乙房地区の会議の様子 薄谷地区の会議の様子

地域・本人・家族
相
談

12
地
区
で
活
動
中
の
地
域
生
活
支
援
会
議

っ
た
と
き
に
は
相
談
く
だ
さ
い!

〈主な協議内容〉

〈解決に向けた仕分け内容〉
相談者自身や家族で
対応していく

地域でできることを
支援していく

専門職による
支援を行う

自助

公助

共助
互助
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都
城
市
の
現
状

平
成
21
年
度
に
本
市
の
女
性
総
合

相
談
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
１
、

２
３
２
件
で
し
た
。
相
談
内
容
で
は
、

夫
婦
関
係
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
問

題
が
４
４
９
件
で
最
も
多
く
、
そ
の
う

ち
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

に
関
す
る
も
の
は
１
２
５
件
で
し
た
。

ま
た
、
性
的
被
害
や
職
場
で
の
セ
ク

シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

本
市
で
は
、「
子
ど
も
に
関
す
る
相

談
窓
口
」
や
「
都
城
市
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
」
を
設
置
し
、
児
童
虐

待
な
ど
に
対
し
て
組
織
的
か
つ
迅
速
に

対
応
し
て
い
ま
す
。（
昨
年
度
の
相
談

件
数
は
45
件
）

児
童
虐
待
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し

た
ら
迷
わ
ず
、
県
の
児
童
相
談
所
や
市

役
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
連
絡（
通
告
）先

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

（
☎
23-

2
1
1
1
）

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
58-

6
8
0
0

（
☎
58-

2
3
1
1
）

山
之
口
総
合
支
所 

☎
57-

3
1
1
1

山
田
総
合
支
所 

☎
64-

1
1
1
1

高
崎
総
合
支
所 

☎
62-

1
1
1
1

児
童
相
談
所 

☎
22-

4
2
9
4

※（　
　

）
内
は
閉
庁
時
の
番
号

11
月
12
日
〜
25
日
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
や
性
犯
罪
、
売

買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
人
身
取
引
な

ど
の
女
性
に
対
す
る
暴
力
行
為
は
女
性

の
人
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
決

し
て
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ

れ
ら
の
行
為
を
な
く
す
た
め
、
毎

年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は
「
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。

他
人
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
た
め

に
は
、
一
人
一
人
が
か
け
が
え
の
な
い

大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
、
相
手
も
自
分
も
大
切
に
す
る
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。

あ
な
た
や
あ
な
た
の
周
り
の
人
が
大

切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
こ
の
機
会
に

家
庭
で
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
や

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、

そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害
者
、

被
害
者
の
間
柄
に
関
係
な
く
、

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

11
月
は
こ
う
し
た
暴
力
や
虐
待
を
な
く
す

推
進
月
間
で
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、

こ
の
機
会
に
地
域
や
家
庭
を

見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎問い合わせ
女性に対する暴力に関すること　生活文化課 ☎23-2121
子どもの虐待に関すること　　　こども課 ☎23-2684

女性の悩みや苦しみに関する
相談を受け付けています。また、
借金や悪質商法などの消費生活
相談や交通事故相談も併設して
いますので、あらゆる問題につ
いて幅広く相談を受けることが
できます。
ひとりで悩みを抱え込まず、
気軽に相談ください。
●女性相談員による相談
平日の10時～16時
※土・日曜日、祝日を除く

● 女性臨床心理士によるこころ
の相談　※要予約
11月16日㈫　14時～16時
●女性弁護士による法律相談
※要予約
11月24日㈬　13時～16時

●相談専用電話
☎23-7157

●女性ホットラインくすのき
毎週土曜日　14時～16時
☎36-0740

ひとりで悩まずに相談を
都城市女性総合相談

な
く
そ
う
！

女
性
や
子
ど
も
へ
の

子どもを虐待から守る五カ条
１、「おかしい」と感じたら迷
わず連絡（通告）

２、「しつけのつもり･･･」は言
い訳

３、ひとりで抱え込まない
４、親の立場より子どもの立場
５、虐待はあなたの周りでも起
こりうる
見過ごすな

幼い子どものSOS
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〜
周
囲
の
生
活
環
境
に
配
慮
を
〜

不
法
投
棄
や
屋
外
焼
却
は
犯
罪
で
す

市
で
は
、
環
境
監
視
員
が
定
期
的
に

河
川
や
捨
て
ら
れ
そ
う
な
場
所
を
巡
回

し
て
い
ま
す
が
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や

野
焼
き
に
関
す
る
苦
情
（
相
談
）
が
絶

え
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
自
然

景
観
を
害
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
に
よ
る
水

質
・
大
気
・
土
壌
汚
染
を
引
き
起
こ
す

原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
不

法
投
棄
や
屋
外
焼
却
を
す
る
と
、
法
律

に
よ
り
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
、

０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

適
切
な
ご
み
の
処
理
を

引
越
し
や
大
掃
除
な
ど
で
ご
み
が
大

量
に
出
た
場
合
は
、
ご
み
の
収
集
運
搬

許
可
を
持
つ
業
者
に
処
理
を
依
頼
す
る

か
、
清
掃
工
場
へ
直
接
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
不
燃
性
粗
大
ご
み
や
資

源
ご
み
な
ど
は
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に

搬
入
し
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。

投
棄
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
を
！

近
年
、
管
理
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

雑
草
や
雑
木
が
生
い
茂
っ
て
い
る
空
家

が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
場
所
に
モ
ラ
ル
の
な
い
人

が
、
家
電
や
ご
み
な
ど
を
不
法
投
棄
す

る
ケ
ー
ス
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

土
地
や
建
物
を
管
理
す
る
と
き
に

は
、
外
部
か
ら
簡
単
に
ご
み
を
持
ち
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
、
柵
や
フ
ェ
ン
ス
を

設
置
し
、
定
期
的
に
除
草
を
行
い
ご
み

を
捨
て
に
く
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

ご
み
の
放
置
は
環
境
を
壊
す

ご
み
に
は
、
有
害
な
物
質
や
油
な
ど

を
含
ん
だ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
水
源
と
し
て
使
わ
れ
る
川
の
水
を

汚
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
植
物
の
生

態
に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

増
え
続
け
る
ご
み
の
不
法
投
棄

山
林
や
河
川
な
ど
に
家
電
製
品
や
粗

大
ご
み
な
ど
を
捨
て
る
違
法
な
ご
み
処

理
。
こ
う
し
た
ご
み
が
新
た
な
ご
み
を

呼
ぶ
ケ
ー
ス
や
撤
去
し
て
も
す
ぐ
に
捨

て
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
不
法
投
棄

が
後
を
絶
た
な
い
の
が
現
状
で
す
。

な
く
そ
う

不
法
投
棄
！

や
め
よ
う

屋
外
焼
却
！
◎問い合わせ
不法投棄・屋外焼却の情報

 環境政策課　☎23-2130
 各総合支所　市民生活課
農業用廃プラスチックの処理

 農産園芸課　☎23-2425
 各総合支所　産業振興課

都
城
市
環
境
監
視
員

（
妻
ケ
丘
地
区
）

斉
藤
卓
治
さ
ん

モ
ラ
ル
の
あ
る
行
動
で

都
城
の
自
然
を

守
り
ま
し
ょ
う

一
万
城
団
地
は
28
班
あ
り
、
週
に
１
回
リ
サ
イ
ク
ル

指
導
員
が
ご
み
収
集
場
所
で
点
検
・
指
導
を
し
て
い
て
、

少
し
ず
つ
で
す
が
仕
分
け
な
ど
の
徹
底
が
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
清
掃
し
た
ば
か
り

の
と
こ
ろ
に
ご
み
が
捨
て
て
あ
る
の
を
見
る
と
残
念
に

思
い
ま
す
。
今
後
も
、
環
境
美
化
に
協
力
し
、
き
れ
い

な
街
並
み
作
り
に
心
掛
け
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
も
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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溶岩流の最先端部

高千穂河原から見た御鉢

御
鉢
と
溶
岩
流

御
鉢
は
約
２
、５
０
０
年
前
に
高
千

穂
火
山
の
西
側
斜
面
に
誕
生
し
た
成
層

火
山
。
溶
結
し
た
火
砕
岩
・
ス
コ
リ
ア

堆
積
物
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

高
千
穂
河
原
か
ら
御
鉢
を
見
上
げ
る

と
、
頂
上
が
Ｕ
字
に
く
ぼ
ん
で
見
え
ま

す
。
こ
れ
は
、
13
世
紀
の
爆
発
の
と
き

に
流
れ
下
っ
た
溶
岩
流
の
跡
で
す
。
こ

の
爆
発
の
と
き
に
高
千
穂
河
原
に
あ
っ

た
霧
島
神
宮
が
焼
失
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
御
鉢
の
登
山
道
は
、
溶
岩
流

の
右
岸
側
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
13
世
紀
の
噴
火
で
は
、
流
れ

下
っ
た
溶
岩
流
は
高
千
穂
河
原
付
近
で

南
に
向
き
を
変
え
て
、
現
在
の
霧
島
神

宮
の
大
鳥
居
の
下
ま
で
到
達
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
は
、
県
道
国
分
霧
島
線
の
旧

道
部
分
に
あ
た
り
、
霧
島
国
立
公
園
の

石
碑
が
立
っ
て
い
る
場
所
で
す
。昨
年
、

地
元
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

溶
岩
流
は
火
砕
流
や
火
山
泥
流
な
ど

と
と
も
に
噴
火
時
の
災
害
要
因
と
な
り

ま
す
。
過
去
の
溶
岩
流
な
ど
の
痕
跡
を

た
ど
る
こ
と
に
よ
り
防
災
に
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
�
�
�

霧
島
市
か
ら
「
御お

鉢は
ち

」
と
「
溶
岩
流
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
�

本
市
と
高
原
町
と
の
境
界
に
あ
る
「
御
池
」
と

そ
の
西
に
あ
る
「
小
池
」
を
紹
介
し
ま
す
。

問　経営戦略課
☎23-2115

御
池直径

約
１
㌔
の
湖
で
、
霧
島
火
山

群
で
は
最
大
・
最
深
の
湖
で
、
約
４
、

６
０
０
年
前
の
マ
グ
マ
水
蒸
気
噴
火
で

形
成
さ
れ
た
火
口
湖
で
す
。

御
池
を
形
成
し
た
噴
火
は
、
知
ら
れ

て
い
る
霧
島
火
山
群
の
噴
火
中
で
は
最

大
規
模
の
も
の
で
、
回
り
を
囲
む
火
口

壁
は
約
30
㍍
の
急
な
が
け
を
形
成
し
て

い
ま
す
。

国
道
２
２
３
号
沿
い
に
あ
る
展
望
駐

車
場
は
、
二ふ
た

子ご

石い
し

の
奥
に
高
千
穂
峰
を

望
む
絶
好
の
観
賞
ス
ポ
ッ
ト
で
、
周
辺

に
は
小
池
や
御
池
神
社
な
ど
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
湖
岸
に
は
野
鳥
の
森
や
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
の
施
設
が
あ
り
、
野
外
活

動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
池御池

の
西
に
あ
る
直
径
約
４
５
０
㍍ 

の
火
口
湖
で
、
ほ
ぼ
垂
直
に
切
り
立
っ

た
１
０
０
㍍ 
近
い
火
口
壁
を
持
っ
て

い
ま
す
。

御
池
野
鳥
の
森
と
あ
わ
せ
て
観
察
路

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。① 

噴
火
前
、
地
中
に

は
地
下
水
が
流
れ

て
い
ま
し
た
。

② 

マ
グ
マ
が
上
昇
し

て
地
下
水
と
ぶ
つ

か
り
、
急
に
熱
せ

ら
れ
た
地
下
水
が

爆
発
し
ま
し
た
。

③ 

そ
の
後
、
大
量
の

マ
グ
マ
が
軽
石
と

な
っ
て
噴
出
し
ま

し
た
。

④ 

噴
火
が
や
む
と
、

地
下
水
が
し
み
出

し
て
、
御
池
の
火

口
湖
が
誕
生
し
ま

し
た
。

二子石

御
池

御池マグマの水蒸気噴火
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